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　大平洋金属株式会社（以下、大平洋金属）「環境・社
会報告書2016」で開示されている内容に対しての、第
三者の見地から下記の通り重要な項目や、記載内容に
ついての意見です。今後の事業運営並びに各種取り組
みの参考になれば幸いです。

トップメッセージ

　なぜ「新中期経営計画PAMCO-30」の策定が必要な
のか、企業価値の向上に向け今後何を強化して実行し
ていくのか等が明確に表現され、トップの強い決意を感
じます。

新中期経営計画PAMCO-30の策定

　ターゲットに向けた成長実践過程や具体的な施策も明
記されていますが、第三者から見ると「前中期経営計画
PAMCO-27」と「新中期経営計画PAMCO-30」ではど
の部分が新しい施策なのか、どの施策が前中期経営計
画の施策を引き継いでいるのかが、容易に判断できない
ような感じがします。

技術伝承と人財育成

　「人財を確保できるかどうかが、その企業の存続に直
結する」とも言われている時代ですが、技術の伝承に積
極的に取り組んでいる様子が、実際の現場の“教える側”、
“受ける側”を主に紹介され好印象を受けました。

環境に配慮した製造プロセス
環境に貢献するサービス
環境負荷の少ないエコ商品

　「総合力世界トップクラスのフェロニッケルメーカー」
を目指す企業の意気込みが感じられ、分かりやすく環境
に配慮した製造プロセスや環境貢献サービス、エコ商
品が紹介されています。後に紹介している「統合マネジ
メントシステム」の環境要求事項への対応であることを、
もっと全面に出しても良いのではないかと感じました。

コーポレートガバナンス

　大平洋金属の企業価値の向上を目指すために、コー
ポレートガバナンス体制が明確に表されています。体制
の役割を適正に遂行し、もし課題やリスクがあれば今後、
積極的な開示と対応展開を希望します。

統合マネジメントシステム

　統合マネジメントシステムについて、IMS体制、各取
り組み、そして目標の達成状況が紹介されています。「新
中期経営計画PAMCO-30」における目標達成のツール
としての位置づけですので､ しっかりと対応をして、成
果有るアウトプットを希望します。

IMS目標と達成状況
品質管理の取り組み
環境負荷低減の取り組み

　目標の達成状況で定量的な判断が可能な項目は積極
的に数字にて報告した方が分かりやすいと感じました。
また成果の取り組みについての掲載ページに、達成状況
にリンクした具体的な取り組み内容の掲載が少ないよう
に感じました。

　松坂洋司常務取締役所長におかれましては、お忙しい中、当社の「環境・
社会報告書2016」に第三者意見をご寄稿頂き深く感謝いたします。
　本環境社会報告書の各項目内容に対してお褒めの評価を賜り誠にありが
とうございます。
　一方、環境、品質、労働安全衛生、コミュニケーション、及びCSR等に
関して数々のご提案がありましたので真摯に受け止め、ご期待に添えるよう
に改善してまいります。
　今後の統合マネジメントシステムに関しましては、IS9001：2015年版及
びISO14001：2015年版の規格への移行、並びにOHSAS18001におい
てはISO45001の新規格への移行を進め、より経営計画と連動した活動の
推進を行い、利害関係者のニーズ及び期待に添えるように努力していきたい
と考えております。
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第三者意見を受けて

地域社会とのコミュニケーション
株主・投資家の皆様とのコミュニケーション

　地域との多種なつながりが記載され好事例も多く、意
識の高さを感じました。今後は活動の評価、顧客満足
度の公開も希望します。

従業員とともに

　労働安全衛生活動、衛生活動もIMS活動として統括
的な取り組みが見られます。再発防止対策としての「ヒ
ヤリハット活動」や職場内の「改善提案制度」についても
掲載を希望します。

まとめ

　本報告書は会社の経営計画を明確にし、目指すゴー
ルへ具体的な施策が記載され、その意気込みが感じら
れます。また、統合マネジメントシステム（IMS）の運用
による品質、環境、安全管理の取り組みも充実していま
す。加えて記載内容にCSRの記載の充実を望みます。
　他社の報告書も「CSR報告書」として中期経営計画の
進捗状況、CSR、環境、コミュニケーション、コーポレー
トガバナンスを盛り込む報告書が多くなっています。今
後はCSR報告書への統合の検討も希望します。


